
二
〇
一
二
年
が
当
学
会

に
と
っ
て
も
会
員
諸
公
に

と
っ
て
も
実
り
多
い
年
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
日
本
余
暇
学
会
は
今

年
大
き
な
転
換
を
遂
げ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
会
と
の
統

合
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も

の
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

両
学
会
の
統
合
は
単
な

る
便
宜
の
問
題
で
は
な
く

余
暇
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理

論
的
な
関
連
性
に
基
礎
を

置
い
て
い
ま
す
。
基
礎
研

究
と
し
て
の
余
暇
学
と
応

用
研
究
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
の
相
補
的
な
関
係

を
土
台
に
余
暇
研
究
の
深

化
と
拡
大
を
は
か
る
こ
と

が
統
合
の
ね
ら
い
で
す
。

幅
の
広
い
余
暇
現
象
の
一

つ
と
し
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
践
の
学
で
あ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
究
に
理
論
的
な
基

礎
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
他
の
分
野
（
文

化
、
福
祉
、
教
育
、
環
境

etc.

）
を
余
暇
と
い
う
基

盤
の
上
で
関
連
さ
せ
て
考

察
す
る
と
い
う
視
点
も
開

け
て
き
ま
す
。
こ
の
統
合

を
出
発
点
と
し
て
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
、

余
暇
資
源
と
し
て
の
環
境

問
題
等
と
の
相
互
関
連
が

追
求
さ
れ
、
よ
り
総
合
的

な
「
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
へ
の
展
望
も
開
け
て

く
る
で
し
ょ
う
。

別
の
一
面
か
ら
見
れ
ば

両
学
会
が
統
合
す
る
べ
き

客
観
的
情
勢
が
熟
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
本
の
社
会
は
余
暇

問
題
へ
の
関
心
の
低
さ
を

特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
諸
国
の
中
で
は
余
暇
の

量
的
・
質
的
水
準
は
最
低

の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
余
暇

意
識
の
未
成
熟
―
余
暇
権

の
未
確
立
―
余
暇
制
度
の

不
備
―
余
暇
研
究
の
未
発

達
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
連

環
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
三･

一
一

を
経
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生

活
観
・
価
値
観
の
根
本
的

な
転
換
が
問
わ
れ
る
中
で
、

余
暇
か
ら
の
問
題
提
起
が

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
を
進
め
る
上
で
の
欠
か

せ
な
い
課
題
と
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。

近
年
、
国
策
と
し
て
観

光
振
興
が
強
調
さ
れ
、
観

光
庁
が
作
ら
れ
て
外
客
誘

致
に
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。

大
学
で
も
観
光
学
科
の
新

設
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー

ム
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
、
大
災
害
と
世
界

不
況
の
影
響
は
観
光
産
業

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
ま
し
た
。
観
光
な
る
も

の
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の

基
盤
と
周
辺
を
総
合
的
に

見
直
す
必
要
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
叢
生
し
た
観
光

学
科
に
つ
い
て
も
量
的
拡

大
か
ら
質
の
向
上
が
求
め

ら
れ
、
観
光
研
究
・
教

育
の
深
化
の
た
め
に
新

た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

が
進
め
て
き
た
余
暇
研

究
は
そ
の
課
題
に
一
石

を
投
ず
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

余
暇
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

両
学
会
が
統
合
す
る
こ
と

に
よ
り
、
対
社
会
的
な
意

味
で
は
、
学
会
の
発
信
力

が
強
化
さ
れ
、
余
暇
問
題
、

観
光
問
題
に
つ
い
て
よ
り

強
力
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
社
会
貢

献
活
動
へ
の
取
り
組
み

も
強
化
さ
れ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
学
会
内
部
で
は
、

統
合
に
よ
る
会
員
拡

大
、
財
政
の
安
定
、

事
務
処
理
の
合
理
化
・

効
率
化
を
実
現
し
て

経
営
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
そ
れ
を
基
盤

に
研
究
者
の
交
流
と

協
働
を
進
め
、
大
会
、

研
究
会
、
研
究
誌
、

研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
ま
す
。
統
合
へ
の

会
員
諸
公
の
ご
理
解
と
ご

支
持
を
期
待
す
る
次
第
で

す
。

（
会
長
）
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日
本
余
暇
学
会
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
会
の

統
合
へ向
け
て

薗
田
碩
哉

会費納入のお願い

平成23年度会費の納入をよろしくお願いします。

口座番号:00140-9-729065
加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円
学生会員5,000円

＊新しい学会パンフレットができました。

余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

新入会員紹介

李洸玉(リクァンオク)

Namseoul 大学校

ど
に
も
、
そ
れ
な
り
の
歴
史

的
意
義
が
あ
り
、
せ
っ
か
く

獲
得
し
た
余
暇
を
誰
か
に
絡

め
取
ら
れ
た
り
、
掠
め
取
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
た

「
闘
い
」
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
う
い
っ
た
「
命
が
け
の
余

暇
論
」
が
展
開
さ
れ
た
時
代

に
は
「
豊
か
な
社
会
」
と
な
っ

た
今
日
と
は
異
な
る
「
余
暇

哲
学
・
思
想
」
が
あ
っ
た
の

だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

二
章
は
今
日
か
ら
俯
瞰
し
た

余
暇
論
と
い
っ
た
意
味
づ
け

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
日
本
余
暇
学
会
HP
の
冒

頭
に
掲
げ
て
あ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
残
念
な
が
ら
氏
に
届
い

て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

だ
が
、
そ
の
日
本
余
暇
学
会

は
こ
ん
に
ち
そ
の
看
板
を
改

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
「
命
が
け
の
余
暇
論
」

が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
な
い
よ
う
、

我
々
は
こ
の
財
産
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
第
四
章
と
第
五
章

は
こ
れ
ま
で
の
橘
木
氏
の
テ
ー

マ
と
し
て
き
た
内
容
で
あ
る
。

特
に
第
五
章
で
は
、
働
く
こ

と
で
生
き
甲
斐
を
得
ら
れ
る

人
、
働
く
こ
と
は
ほ
ど
ほ
ど

で
、
余
暇
に
生
き
甲
斐
を
見

つ
け
る
人
、
あ
く
ま
で
報
酬

の
源
泉
と
労
働
を
見
な
す
人

な
ど
の
様
々
な
人
生
観
を
語
っ

て
い
る
。
労
働
に
価
値
を
見

い
だ
す
人
が
多
い
で
あ
ろ
う

日
本
社
会
で
、
日
本
余
暇
学

会
の
取
り
組
み
が
多
く
の
人
々

の
共
感
を
得
ら
れ
に
く
か
つ

た
の
は
、
余
暇
か
ら
発
す
る

思
考
に
偏
っ
て
い
た
か
ら
で

は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
第
五
章
の
提
案
は
高
齢

社
会
と
な
っ
た
日
本
に
お
け

る
定
年
制
や
年
金
な
ど
の
問

題
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
も
な

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

本
来
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ

は
「
余
暇
を
産
み
出
す
労
働

の
あ
り
方
と
関
わ
ら
せ
て
余

暇
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
で

す
」
と
訴
え
て
い
る
日
本
余

暇
学
会
の
中
心
テ
ー
マ
だ
と

思
う
が
、
橘
木
氏
や
枡
潟
氏

が
議
論
に
参
加
し
て
頂
く
こ

と
は
我
々
と
っ
て
も
有
意
義

で
あ
る
（
特
に
橘
木
氏
の
五

章
や
枡
潟
氏
の
第
六
章
）
。

こ
う
い
っ
た
議
論
の
土
壌
が

創
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、

「
日
本
余
暇
学
会
」
の
名
称

が
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
は
な
ん
と
も
皮
肉
だ
。

（
山
田
貴
史
）

【
一
月
】

５
日

九
十
九
歳
の
詩
人
柴

田
ト
ヨ
「
く
じ
け
な
い
で
」

累
計
百
五
万
部
到
達

14
日

二
〇
一
〇
年
外
国
人

の
入
国
者
、
過
去
最
高
九
四

四
万
人
、
目
標
一
千
万
人
に

届
か
ず

19
日

「
る
る
ぶ
」
も
っ
と

も
発
行
点
数
の
多
い
旅
行
ガ

イ
ド
と
し
て
ギ
ネ
ス
認
定

27
日

二
〇
一
〇
年
映
画
興

行
収
入
過
去
最
高
二
二
〇
〇

億
円
超
え

【
二
月
】

２
日

日
本
相
撲
協
会
「
八

百
長
」
問
題
特
別
委
員
会
を

設
置

六
日

大
相
撲
春
場
所
中
止

決
定

14
日

グ
ラ
ミ
ー
賞

松
本
孝
弘
ら
日
本
人
３
人
が

受
賞

19
日

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

「
告
白
」
四
冠

【
三
月
】

５
日

東
北
新
幹
線
「
は
や

ぶ
さ
」
デ
ビ
ュ
ー

11
日

東
日
本
大
震
災
発
生

12
日

九
州
新
幹
線
全
線
開

業28

日

米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

「
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
」
四

冠【
四
月
】

１
日

上
野
パ
ン
ダ
公
開

開
園
前
か
ら
二
千
人

４
日

大
相
撲
八
百
長
関
与

二
三
人
追
放

14
日

三
月
の
外
国
人
旅
行

者
前
年
比
七
三
％
減
、
三
五

万
人

22
日

「
高
速
道
路
休
日
千

円
」
六
月
中
止
を
閣
議
決
定

【
五
月
】

12
日

Ｊ
Ｔ
販
売
中
の
た
ば

こ
二
三
銘
柄
廃
止
を
発
表

20
日

一
〇
年
度
「
働
く
女

性
」
過
去
最
多
二
千
三
百
万

人
超

24
日

全
日
空
出
資
Ｌ
Ｃ
Ｃ

「
ピ
ー
チ
」
、
十
二
年
三
月

就
航
を
発
表

25
日

山
本
作
兵
衛
の
炭
坑

絵
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺

産
登
録

27
日

Ｊ
Ｒ
北
海
道
特
急
が

ト
ン
ネ
ル
内
で
火
災

29
日

焼
き
肉
屋
で
ユ
ッ
ケ

食
べ
た
男
児
死
亡

【
六
月
】

１
日

一
〇
年
度
山
岳
遭
難

事
故
過
去
最
多
一
九
四
二
件

17
日

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
成

立24
日

小
笠
原
諸
島
世
界
自

然
遺
産
に
登
録

25
日

「
平
泉
」
世
界
文
化

遺
産
に
登
録

29
日

総
人
口
中
六
五
歳
以

上

二
三
％
（
前
年
国
勢
調

査
）
出
生
率
一
・
三
九
（
二

年
ぶ
り
上
昇
）

【
七
月
】

１
日

平
日
電
力
使
用
抑
制

の
た
め
、
官
公
庁
土
曜
出
勤

開
始

６
日

一
八
年
冬
季
五
輪
、

韓
国
・
平
昌
で
開
催
決
定

18
日

「
な
で
し
こ
」
サ
ッ

カ
ー
女
子
Ｗ
杯
世
界
一

23
日

中
国
高
速
列
車
脱
線

24
日

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
、
東
北
三
県
の
ぞ
き
終
了

【
八
月
】

16
日

日
航
、
三
菱
商
事
、

豪
カ
ン
タ
ス
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
共

同
出
資
設
立
、
一
二
年
就
航

予
定

23
日

島
田
紳
助
さ
ん
引
退

発
表

【
九
月
】

２
日

二
〇
年
夏
季
五
輪
に

東
京
な
ど
六
都
市
立
候
補

14
日

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
日
本
人
の

六
五
％
が
「
運
動
不
足
」
と

発
表

22
日

政
府
ユ
ネ
ス
コ
に
富

士
山
、
鎌
倉
を
世
界
遺
産
に

推
薦

【
十
月
】

５
日

ア
ッ
プ
ル
創
業
者
ジ
ョ

ブ
氏
死
去

20
日

成
田
空
港
併
走
滑
走

路
運
用
開
始

26
日

全
日
空
Ｂ
七
八
七
機
、

世
界
初
就
航

【
十
一
月
】

14
日

Ｂ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
、

「
ひ
る
ぜ
ん
焼
き
そ
ば
」
に

決
定

22
日

旅
行
雑
誌
「
旅
」

一
二
年
三
月
で
休
刊
発
表

【
十
二
月
】

１
日

流
行
語
大
賞
「
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

２
日

年
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ

と
で
」

13
日

二
〇
年
五
輪

東
京

招
致
閣
議
了
解

【
日
付
は
日
本
時
間
】
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去
る
十
一
月
月
十
八
日
、

桜
美
林
大
学
四
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
、
十
一
月
度
レ

ジ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

二
〇
一
一
研
究
会
が
行
わ

れ
た
。
今
回
は
、
柴
田
邦

臣
氏
（
大
妻
女
子
大
学
社

会
情
報
学
部
准
教
授
、
日

本
社
会
情
報
学
会
理
事
）

を
お
招
き
し
、
「
染
み
わ

た
る
危
機
・
縮
み
あ
が
る

社
会
・
求
め
ら
れ
る
『
余

暇
』
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
東
日
本
大
震
災
の
情

報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
る
活
動

実
態
と
そ
の
社
会
的
意
義

に
つ
い
て
お
話
し
頂
い
た
。

先
の
震
災
に
際
し
て
は
、

家
族
や
友
人
の
思
い
出
や

記
憶
を
形
に
と
ど
め
た

モ
ノ
と
し
て
の
写
真
・
ア

・

・

ル
バ
ム
の
消
失
が
、
殊
の

外
嘆
か
れ
た
。
そ
れ
は
、

柴
田
氏
の
言
を
用
い
れ
ば
、

写
真
・
ア
ル
バ
ム
は
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
き
る
瞬
間
、
印
刷
、

ア
ル
バ
ム
に
閉
じ
る
、
と

い
う
、
人
間
が
関
わ
る
段

階
が
三
つ
あ
り
、
そ
の
過

程
で
二
人
以
上
の
人
間
が

関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
結

果
と
し
て
「
孤
独
な
写
真

と
い
う
も
の
は
な

い
」
た
め
で
あ
る
。

日
本
社
会
情
報
学
会(

Ｊ

Ｓ
Ｉ
Ｓ)

で
は
、
震
災
直
後

か
ら
、
所
属
の
若
手
研
究

者
・
大
学
院
生
に
よ
っ
て

災
害
情
報
支
援
チ
ー
ム(

Ｂ

Ｊ
Ｋ)

を
結
成
し
、
情
報
技

術
貢
献
の
観
点
か
ら
、
面

積
の
半
分
が
津
波
で
浸
水

し
、
人
口
の
半
数
近
く
が

被
災
し
、
な
お
か
つ
情
報

イ
ン
フ
ラ
が
貧
弱
な
過
疎

地
で
あ
る
宮
城
県
亘
理
郡

山
元
町
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
現
在
、

柴
田
氏
が
主
導
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
、
被
災

写
真
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
被
災
者
の
写
真
捜
索

を
支
援
す
る
「
思
い
出
サ

ル
ベ
ー
ジ
ア
ル
バ
ム
・
オ

ン
ラ
イ
ン
」
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
写
真
洗
浄
・

デ
ジ
カ
メ
複
写
・
デ
ー
タ

整
理
修
正
・
ア
ー
カ
イ
ブ

作
成
な
ど
の
一
連
の
作
業

が
、
地
元
の
自
治

体
を
は
じ
め
、
ニ

フ
テ
ィ
、
フ
ジ
フ
ィ

ル
ム
、
災
害
臨
時

Ｆ
Ｍ
り
ん
ご
ラ
ジ

オ
、
全
国
の
プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
と
の

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
関
係
を
通
し
て
、

行
わ
れ
、
こ
の
活

動
は
多
く
の
被
災

者
の
方
々
に
支
持

さ
れ
、
現
在
進
行

形
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。

最
後
に
、
柴
田

氏
か
ら
、
今
回
の

震
災
は
、
過
疎
、

物
的
・
経
済
的
・

人
的
資
源
の
不
足
、

消
費
へ
の
傾
倒
、

と
い
う
「
染
み
わ

た
る
危
機
」
、
生

活
に
資
源
や
余
力
、

余
裕
を
失
い
「
縮
み

あ
が
る
」
私
達
、
を

顕
在
化
さ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
「
余
暇
」

に
つ
い
て
再
考
す
る

必
要
が
あ
る
、
と
の

課
題
を
提
起
さ
れ
た
。
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「１1月度レジャー・スタディーズ2011研究会」
参加報告

染みわたる危機・縮みあがる社会・求められる『余暇』

歌川光一

第62回 日本余暇学会理事会

日時：2011年12月27日（火）14:00-16:00
出席者：薗田、浮田、杉座、辰巳、宮入、
小澤

欠席連絡：下島、高橋、徳江、山田、山本

１、「余暇学会・ツーリズム学会統合会議」

経過報告
第１回統合会議（11月30日）

(1)両学会の統合の意味を確認
(2)話し合いの手順を検討、統合会議作業チー
ムが具体的な作業を進める

(3)学会の名称について余暇学会案を決める
余暇学会としては、「日本余暇観光学会」を
候補とする

(4)その他統合に関して
①余暇学会の研究会として、「レジャー・ス

タディーズ研究会」「ワーク・ライフバラン
ス研究会」を継続する。
②会員への経過報告は、１月発行のニュース

レターに同封する
２、研究大会会計報告
３、研究誌について

①編集作業は予定通り、順調に進んでいるこ
とが報告された。

②学会誌には、レジャー・スタディーズ2011
の報告および観光・余暇関連合同学会のシン
ポジウムを掲載する。

以上

二
〇
一
一
年
十
二
月

十
六
日
、
桝
潟
俊
子
先
生

（
淑
徳
大
学
教
授
）
を
お

迎
え
し
て
「
レ
ジ
ャ
ー
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
会
二

〇
一
一
」
の
最
終
会
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
の
講
演

で
は
、
「
余
暇
を
の
ぞ
き

窓
と
し
て
近
代
産
業
社
会

を
照
射
」
し
た
そ
の
古
典

的
名
著
『
企
業
社
会
と
余

暇
』
（
一
九
九
五
年
）
を

も
と
に
、
戦
後
日
本
に
お

け
る
「
余
暇
」
の
構
図
と

し
て
、
第
一
に
、
戦
後
日

本
に
お
け
る
「
余
暇
」
は

ア
メ
リ
カ
型
の
マ
ス･

レ
ジ
ャ
ー

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

「
消
費
」
と
分
か
ち
が
た

く
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と
、

第
二
に
、
こ
れ
に
関
連
し

て
「
余
暇
」
が
産
業
社
会

の
「
矛
盾
の
吸
収
装
置
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

き
た
こ
と
、
と
い
う
二
点

が
ま
ず
指
摘
さ
れ
た
。
そ

の
う
え
で
第
三
に
、
一
九

九
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で

の
新
し
い
傾
向
と
し
て
、

「
所
得
・
労
働
時
間
の
二

極
分
化
」
を
め
ぐ
る
問
題

―
―
一
方
で
は
正
社
員
層

を
中
心
に
出
生
率
低
下
や

過
労
死
を
招
く
長
時
間
労

働
、
他
方
で
は
非
正
規
雇

用
の
増
加
や
失
業
問
題
の

深
刻
化
―
―
に
触
れ
な
が

ら
、
失
業
・
非
正
規
雇
用

の
増
大
に
伴
う
「
余
暇
の

貧
困
化
」
傾
向
が
指
摘
さ

れ
た
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
結
び

に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
代

表
さ
れ
る
戦
後
日
本
の
企

業
社
会
と
働
き
方
へ
の
批

判
と
し
て
、
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
や
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
を
は
じ

め
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
重
視
を
め
ぐ
る
近

年
の
動
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

脱
サ
ラ
し
て
有
機
農
業
な

ど
第
一
次
産
業
へ
と
転
職

し
た
人
々
の
事
例
に
触
れ

な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
転
換
・
見
直
し
の
重

要
性
が
説
か
れ
た
。
具
体

的
に
は
、
古
典
的
近
代
に

支
配
的
で
あ
っ
た
狭
義
の

雇
用
労
働
（
賃
労
働
）
だ

け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
互
恵
的
な
地
域
活
動
、

さ
ら
に
趣
味
や
社
交
的
活

動
な
ど
「
雇
用
を
超
え
た

仕
事
」
も
含
め
て
、
「
多

様
な
仕
事
の
配
分
が
人
間

ら
し
い
生
活
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
る
か
と
い
う
こ

と
を
、
企
業
の
側
か
ら
で

は
な
く
、
市
民
の
生
活
感

覚
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
」

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
問

題
提
起
が
提
示
さ
れ
た
。

以
上
の
触
発
的
な
お
話

を
う
け
て
、
質
疑
応
答
で

は
、
最
近
の
若
年
雇
用
・

高
齢
者
保
障
な
ど
社
会
政

策
的
主
題
と
の
関
連
を
は

じ
め
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
の
関
連
で
の
第

一
次
産
業
の
捉
え
直
し
、

オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
な
働

き
方
の
一
例
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
可
能
性
な
ど
、

総
じ
て
「
労
働
と
余
暇
」

を
め
ぐ
る
現
代
的
課
題
を

中
心
に
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
今

回
の
講
演
内
容
が
、
今
あ

る
社
会
を
前
提
と
し
て
そ

の
改
善
を
志
向
す
る
「
社

会
政
策
」
的
な
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
と

ど
ま
ら
ず
、
オ
ル
タ
ー
ナ

テ
ィ
ブ
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
社
会
の
あ
り
方
を
展

望
す
る
「
社
会
構
想
」
の

射
程
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ

う
。
し
た
が
っ
て
今
回
の

研
究
会
は
、
ま
さ
に
「
労

働
と
余
暇
」
の
関
係
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
労
働
の
現
状

に
見
直
し
を
せ
ま
る
拠
点

と
し
て
「
余
暇
」
が
主
題

化
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、

レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
原
点
を
問
い
直
す
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
り
、

余
暇
学
会
ら
し
い
醍
醐
味

の
あ
る
研
究
会
だ
っ
た
と

の
感
想
も
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。

橘
木
俊
詔
著

「
い
ま
、
は
た
ら
く
と

い
う
こ
と
」

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
一
一
年
九
月
発
行

第
一
章

偉
人
は
働
く
と
い

う
こ
と
を
ど
う
考
え
た
か

第
二
章

人
間
に
と
っ
て
余

暇
と
は

第
三
章

働
く
こ
と
っ
て
意

義
あ
る
の
か

第
四
章

女
性
の
労
働

第
五
章

働
か
な
い
と
い
う

こ
と

第
六
章

意
欲
を
も
っ
て
働

く
こ
と
は
可
能
か

こ
こ
数
年
、
余
暇
学
会
の

発
表
や
論
文
投
稿
を
み
て
も
、

な
ぜ
働
く
の
か
、
な
ぜ
休
む

の
か
と
い
っ
た
「
余
暇
哲
学
・

思
想
」
を
主
題
と
し
た
も
の

は
少
な
く
な
っ
た
。
余
暇
論

を
論
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
日
本
余
暇
学
会
に
代
わ
っ

て
「
は
た
ら
く
こ
と
」
を
主

題
に
し
た
単
行
本
、
「
女
女

格
差
」
、
「
日
本
の
貧
困
」

な
ど
を
経
済
学
的
に
論
じ
て

き
た
橘
木
氏
の
作
品
で
あ
る
。

第
一
章
は
こ
れ
ま
で
余
暇

学
会
で
も
た
び
た
び
発
表
し

て
き
た
内
容
で
あ
る
。
特
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
は
じ
め
て
労
働
と

は
何
か
を
考
え
る
人
に
と
っ

て
、
多
く
の
人
が
自
分
と
同

じ
疑
問
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
た

こ
と
を
確
認
す
る
の
に
役
立

つ
だ
ろ
う
。
第
二
章
は
、
日

本
余
暇
学
会
編
「
余
暇
学
を

学
ぶ
人
の
た
め
に
」
な
ど
、

余
暇
学
会
の
こ
れ
ま
で
の

「
成
果
」
な
ど
も
引
用
し
な

が
ら
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
提
言
を
し
て
き

た
氏
の
作
品
に
し
て
は
、
表

層
の
議
論
を
取
り
上
げ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
筆
者
の
論

点
は
「
余
暇
善
用
論
」
や

「
文
化
的
」
な
余
暇
利
用
の

す
す
め
を
批
判
す
る
立
場
に

あ
り
、
余
暇
は
個
人
個
人
の

考
え
に
任
せ
る
べ
き
と
い
う

立
場
で
あ
る
。
こ
の
意
見
に

異
論
は
な
い
が
、
善
用
論
な
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「レジャー・スタディーズ２０１１研究会」
最終会を迎える！

「ライフスタイルの転換ともうひとつの働き方の模索」

小澤考人

読
書
案
内


